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神
楽
の
担
い
手
の
育
成
と
そ
の
特
徴

　
　
　
　
　
―
宮
城
県
の
本
吉
法
印
神
楽
と
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
を
事
例
と
し
て

―吉　

野　
　
　

裕　
　

　
　
　
　
は
じ
め
に

　

岩
手
県
南
部
か
ら
宮
城
県
北
部
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、「
法ほ
う
い
ん印
神
楽
」
と
呼
ば
れ
る
神
楽
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
楽
は
、
神

社
境
内
な
ど
の
屋
外
に
設
置
さ
れ
た
仮
設
舞
台
に
お
い
て
、
舞
手
た
ち
が
胴
（
太
鼓
）
の
拍
子
や
笛
の
音
に
合
せ
て
、「
神か

ん
な
ぎ諷

」
と
称
さ

れ
る
台
詞
を
朗
々
と
詠
じ
、
優
美
か
つ
勇
壮
に
舞
う
点
に
特
徴
が
あ
る
（
写
真
1
）。
そ
の
演
目
は
「
岩
戸
開
き
」・「
叢
雲
」・「
産
屋
」

を
は
じ
め
と
す
る
記
紀
神
話
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
舞
手
た
ち
は
天
照
大
神
・
素
戔
嗚
尊
・
日
本
武
尊
・
岩
永
姫
な
ど
の
役
割
に
応
じ

た
衣
装
―
神
楽
面
・
千
早
な
ど
―
を
身
に
つ
け
、
舞
台
に
の
ぞ
む
。

　

法
印
神
楽
の
主
要
な
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
千
葉
雄
市
に
よ
る
と
、
近
世
期
以
降
、
現
在
の
宮
城
県
に
該
当
す
る
地
域
に
お
い
て
三
〇

も
の
法
印
神
楽
の
神
楽
団
（
保
存
会
）
が
組
織
さ
れ
、
修
験
者
（「
法
印
」）、
あ
る
い
は
そ
の
子
孫
の
男
性
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
こ
れ
を

継
承
し
て
き
た
と
い
う
（
千
葉
：
二
〇
〇
〇
）。
だ
が
、
明
治
初
期
の
神
仏
分
離
・
修
験
道
廃
止
令
、
そ
し
て
産
業
の
衰
退
に
と
も
な
う
人
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口
流
出
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
法
印
神
楽
の
後
継
者
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
三
月
、
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
）
が
発
生
し
、
東
北
地
方
太
平
洋

沿
岸
部
は
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
。
当
時
、
宮
城
県
の
沿
岸
部
で
は
法
印
神
楽

を
含
む
多
数
の
祭
礼
文
化
も
被
災
し
た
。筒
井（
二
〇
一
五
）や
吉
野（
二
〇
二
〇
）

で
示
し
た
よ
う
に
、
以
後
、
宮
城
県
石
巻
市
北
上
町
・
南
三
陸
町
に
伝
わ
る
法

印
神
楽
・
南
部
神
楽
の
担
い
手
た
ち
は
、
神
楽
を
舞
う
こ
と
で
被
災
地
に
活
力

―
つ
ま
り
非
日
常
性
―
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
自
ら
の
活
動
を
支
援
す
る
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
・
強
化
し
、
地
域
の
復
興
・
存
続
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
。
こ
の
事
実
か
ら
、
被
災
地
に
お
い
て
祭
礼
文
化
と
そ
の
担
い
手
の
存

在
こ
そ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
存
続
の
可
能
性
を
高
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
よ
っ

て
、
自
然
災
害
の
常
襲
地
帯
で
あ
る
日
本
に
住
む
我
々
は
、
被
災
地
の
復
興
・

存
続
が
円
滑
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
そ
の
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
存
在
―
祭
礼
文

化
の
担
い
手
た
ち
―
の
育
成
の
仕
組
み
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
重
ね
、
こ
れ

に
係
る
情
報
を
蓄
積
し
、
将
来
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、法
印
神
楽
に
関
し
て
は
本
田（
一
九
七
五
）や
鈴
木（
一
九
八
四
）・

雄
勝
町
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
〇
〇
）・
上か

ん
ま
ち町
法
印
神
楽
保
存
会
編
（
二
〇
〇
四
）・

本
吉
太
々
法
印
神
楽
保
存
会
編
（
二
〇
〇
四
）
な
ど
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て 

写真 1　石巻市大須における法印神楽の奉納（2019 年、筆者撮影）
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き
た
。
こ
れ
ら
は
本
吉
太
々
法
印
神
楽
（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
・
宮
城
県
気
仙
沼
市
）・
牡
鹿
法
印
神
楽
（
宮
城
県
石
巻
市
牧
山
）・
雄
勝

法
印
神
楽
（
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
）・
上
町
法
印
神
楽
（
宮
城
県
登
米
市
豊
里
町
）
の
歴
史
的
背
景
・
演
目
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た

も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
楽
の
概
要
を
把
握
で
き
る
貴
重
な
研
究
成
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
研
究
を
基
盤
と
し
て
、
法
印
神
楽
の
担
い
手
で
あ
る
神
楽
師
と
そ
の
継
承
に
係
る
調
査
も
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え

ば
、
小
谷
（
二
〇
一
四
・
二
〇
一
六
）
は
雄
勝
法
印
神
楽
の
担
い
手
に
、
そ
し
て
渡
邉
（
二
〇
一
九
）
は
本
吉
法
印
神
楽
の
担
い
手
で
あ

る
戸
倉
神
社
（
宮
城
県
南
三
陸
町
戸
倉
鎮
座
。
主
祭
神
：
武
内
宿
祢
・
国
常
立
命
・
天
児
屋
根
命
）
の
神
職
二
名
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ

れ
ぞ
れ
次
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
、
雄
勝
法
印
神
楽
を
継
承
す
る
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
が
、
神
社
を
拠
点
と

し
て
神
楽
師
の
組
織
化
を
図
り
、
彼
ら
に
舞
・
笛
・
胴
を
す
べ
て
修
得
さ
せ
て
き
た
こ
と
（
小
谷
：
二
〇
一
四
）、
な
ら
び
に
、
近
代
以

降
、
そ
の
代
表
者
た
ち
が
い
か
に
し
て
後
継
者
を
確
保
し
て
き
た
か
や
、
神
楽
師
た
ち
の
組
織
へ
の
定
着
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た 

（
小
谷
：
二
〇
一
六
）。
ま
た
後
者
は
、
戸
倉
神
社
の
神
職
が
、
祭
礼
や
法
印
神
楽
の
奉
納
の
折
に
演
奏
さ
れ
る
「
打
ち
鳴
ら
し
」
の
胴
を

習
得
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
、
こ
れ
に
三
年
間
も
の
時
間
を
要
し
た
こ
と
な
ど
を
詳
ら
か
に
し
た
。「
打
ち
鳴
ら
し
」
と
は
胴
・
笛
・
神

歌
で
奏
楽
さ
れ
る
曲
の
こ
と
で
、
神
歌
と
三み

神か
ぐ
ら楽
（
御
神
楽
）
の
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る（

（
（

。
こ
れ
を
奏
で
る
と
、
祭
礼
の
場
、
神
楽
舞
台
、

そ
し
て
そ
の
関
係
者
（
神
職
・
舞
手
・
見
学
者
）
が
祓
い
浄
め
ら
れ
、
神
を
迎
え
た
り
、
送
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
（
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
編
：
二
〇
〇
四
）。
上
記
に
加
え
、
福
田
（
二
〇
〇
五
・
二
〇
一
〇
）
は
、
上
町
法
印
神
楽
の

継
承
が
、
平
成
期
の
自
治
体
の
合
併
や
教
育
政
策
の
影
響
を
強
く
受
け
た
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
先
行
研

究
に
お
い
て
、
法
印
神
楽
の
神
楽
師
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
神
楽
に
関
す
る
技
術
・
知
識
を
身
に
つ
け
、「
胴
取
り
（
胴
前
）」
と
呼
ば
れ
る

「
一
人
前
の
神
楽
師
」
に
成
長
を
遂
げ
る
か
に
つ
い
て
十
分
に
解
明
し
た
と
は
言
い
難
い
。

　

以
上
を
受
け
て
、
本
稿
で
は
お
も
に
宮
城
県
石
巻
市
北
上
町
・
南
三
陸
町
を
活
動
の
場
と
す
る
二
つ
の
法
印
神
楽
の
保
存
会
―
本
吉
法
印 
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神
楽
保
存
会
と
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
―
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
が
神
楽
師
を
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
き
た
か
、
ま
た
、
そ
こ
に
い

か
な
る
特
徴
が
み
ら
れ
る
か
、
現
地
調
査
の
成
果
を
も
と
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い（

（
（

。
こ
れ
に
先
立
ち
、
ま
ず
、
第
一
章
で
事
例
と
し

て
取
り
あ
げ
る
両
保
存
会
の
概
要
と
現
況
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
る
。
続
い
て
、
第
二
章
に
お
い
て
両
保
存
会
の
神
楽
師
の
育
成
と
そ
の

特
性
に
関
し
て
説
明
を
行
う
。
な
お
、
筆
者
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
の
岸
浪　

均
会
長
（
六
〇
歳
代
・
男
性
。
以

下
、
本
稿
で
は
「
岸
浪
氏
」
と
記
載
す
る
）
が
打
ち
鳴
ら
し
の
胴
の
楽
譜
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
般
に
、
神
楽
の
担
い

手
た
ち
は
先
人
が
奏
で
る
胴
の
拍
子
を
「
耳
で
覚
え
、
こ
れ
を
継
承
」
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
が
胴
の
楽
譜
を
作
成
し
た
り
、
こ

れ
を
他
者
に
公
開
し
た
り
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る（

３
）。

岸
浪
氏
作
成
の
楽
譜
は
法
印
神
楽
の
胴
を
担
う
人
々
が
も
つ
世
界
観
を
凝
縮
さ
せ
た

非
常
に
興
味
深
い
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
か
つ
、
他
の
保
存
会
と
の
比
較
を
行
う
う
え
で
極
め
て
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
か
ら
、

本
稿
で
は
こ
れ
を
資
料
と
し
て
提
示
す
る（

（
（

。

　
　
　
　
一
、
本
吉
法
印
神
楽
と
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
の
概
要
と
そ
の
現
況

　

本
稿
に
お
い
て
事
例
と
す
る
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
（
宮
城
県
石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
、
会
員
数
二
名
）
は
本
吉
法
印
神
楽
を
、
そ
し

て
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
（
同
市
北
上
町
女
川
、
会
員
数
九
名
）
は
女
川
法
印
神
楽
を
そ
れ
ぞ
れ
継
承
す
る
団
体
で
あ
る
。
古
く

よ
り
、
両
保
存
会
は
現
在
の
宮
城
県
石
巻
市
北
上
町
・
南
三
陸
町
に
あ
た
る
地
域
を
中
心
に
法
印
神
楽
を
奉
納
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に

係
る
技
術
・
情
報
な
ど
を
周
辺
の
他
の
神
楽
団
︵
保
存
会
︶
に
提
供
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
法
印
神
楽
を
研
究
す
る
う
え
で
看
過
で
き
な

い
存
在
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
（
千
葉
：
二
〇
〇
〇
、
吉
野
：
二
〇
二
〇
、
図
）。

　

第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
は
戸
倉
神
社
を
活
動
拠
点
と
し
、
周
辺
地
域
の
祭
礼
な
ど
の
折
に
本
吉
法
印
神
楽
を

奉
納
し
て
い
た
。
だ
が
、
昭
和
五
〇
年
頃
に
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
に
お
い
て
後
継
者
不
足
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
と
、
同
保
存
会
は
近
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隣
で
活
動
し
て
い
た
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存

会
に
舞
手
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、
こ
の
問
題
の
解

決
を
図
る
。
両
保
存
会
は
こ
れ
を
契
機
に
親
交
を

深
め
、
祭
礼
の
た
び
に
連
携
し
て
神
楽
を
奉
納
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
三
月
、
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
に
よ
っ
て
発
生
し
た
巨
大
津
波

は
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
の
会
員
が
所
属
す
る

二
つ
の
神
社
―
す
な
わ
ち
戸
倉
神
社
と
釣
石
神
社

（
石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
鎮
座
。
主
祭
神
：
天
児

屋
根
命
）―
の
境
内
に
も
到
達
し
、
建
造
物
の
み

な
ら
ず
、
神
楽
道
具
を
も
押
し
流
し
た（

（
（

。
こ
れ
に

よ
り
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
は
継
承
の
危
機
に
直

面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
北
上
町
女
川
法
印
神

楽
保
存
会
か
ら
神
楽
面
な
ど
の
道
具
を
一
時
的
に

借
用
し
て
神
楽
を
奉
納
し
続
け
、
自
ら
の
祭
礼
文

化
の
命
脈
を
保
っ
た
（
吉
野
：
二
〇
二
〇
）。

　

以
上
記
し
た
よ
う
に
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会

図　本吉法印神楽保存会・北上町女川法印神楽保存会の活動拠点と神楽の奉納場所（2022年）

（�本吉法印神楽保存会・北上町女川法印神楽保存会に対する聞き取り調査をもとに、

吉野（2020）の図 5を加筆・修正）

北野神社
（長面）

 2011年以降、 法印神楽の
 奉納を休止中 （2022年時点）
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は
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
と
の
長
期
的
か
つ
密
接
な
関
係
性
を
基
盤
に
、
東
日
本
大
震
災
を
の
り
こ
え
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
二
〇

（
令
和
二
）
年
の
春
、今
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
波
が
東
北
地
方
に
も
及
び
、同
年
以
降
、両
保
存
会
は
約
二
年
間
に
わ
た
っ

て
活
動
の
自
粛
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
両
保
存
会
が
活
動
を
再
開
し
た
の
は
同
年
五
月
四
日
に
斎
行
さ
れ
た
釣
石
神
社
春
季
大
祭
に

お
い
て
で
あ
っ
た
。
当
日
、
同
社
境
内
に
は
仮
設
の
神
楽
舞
台
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
演
目
「
初
矢
」・「
四
天
」・「
岩
戸
開
き
」・「
魔

王
退
治
」・「
笹
結
び
」・「
鬼
門
」・「
空
照
」・「
日
本
武
尊
」
を
鑑
賞
し
た（

（
（

。
な
お
、
こ
れ
ら
の
演
目
は
両
保
存
会
に
加
え
、
そ
の
応
援
に

入
っ
た
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
（
会
員
数
約
一
三
名
）
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た（

（
（

。
両
保
存
会
は
釣
石
神
社
の
祭
礼
を
皮
切
り
に
活
動
を
本

格
的
に
再
開
さ
せ
、

　
　

九
月
二
五
日　
　

石
巻
市
河
北
町
長
面
（
北
野
神
社
遥
拝
所
）　　
　
　
　

一
〇
月
二
日　
　

南
三
陸
町
戸
倉　
　

　
　

一
〇
月
八
日　
　

南
三
陸
町
長
清
水　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
月
九
日　
　

石
巻
市
北
上
町
女
川

　
　

一
〇
月
二
三
日　

石
巻
市
大
須

の
日
程
で
神
楽
を
奉
納
し
た（

（
（

。
吉
野
（
二
〇
二
〇
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
発
生
か
ら
約
一
〇
年
間
、
南
三
陸
町 

戸
倉
・
長
清
水
の
人
々
は
両
保
存
会
に
対
し
、
神
楽
の
奉
納
を
依
頼
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年

に
両
集
落
に
お
い
て
神
楽
再
開
の
機
運
が
高
ま
り
、
こ
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
二
二
年
現
在
、
本
吉
法
印
神
楽
・

女
川
法
印
神
楽
の
奉
納
地
点
の
空
間
的
広
が
り
は
、「
東
日
本
大
震
災
以
前
の
も
の
」
へ
と
回
復
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
（
図
参
照
）。

　
　
　
　
二
、
神
楽
師
の
育
成
過
程
と
そ
の
特
徴

　

本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
が
継
承
す
る
神
楽
は
、
舞
手
一
名
以
上
、
胴
二
名
、
笛
一
名
の
構
成
で
奉
納

さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
こ
れ
ら
の
担
い
手
を
「
神
楽
師
」
と
称
し
て
い
く
。
両
保
存
会
の
会
長
た
ち
に
よ
る
と
、
神
楽
師
の
入
門
時
期
は
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個
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
現
在
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
に
は
岸
浪
氏
の
孫
に
あ
た
る
一
〇
歳
代
の
男
性
（
現
在
、
中
学
一

年
生
）
が
加
入
し
て
い
る
が
、
彼
が
本
格
的
に
神
楽
を
学
び
始
め
た
の
は
小
学
校
五
年
生
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
北
上
町
女
川

法
印
神
楽
保
存
会
の
今
野
三
千
雄
会
長
（
七
〇
歳
代
・
男
性
。
以
下
、「
今
野
氏
」
と
記
載
す
る
）
は
二
三
歳
の
時
分
に
―
つ
ま
り
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
―
法
印
神
楽
の
世
界
に
入
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
神
楽
師
の
入
門
時
期
は
個
人
で
異
な
る
も
の
の
、
彼
ら
の
多
く
は
青
年

期
の
う
ち
に
保
存
会
に
入
会
し
、
そ
の
手
始
め
に
演
目
「
初
矢
」
を
学
ぶ
。「
初
矢
」
は
神
諷
を
と
も
な
わ
な
い
演
目
だ
が
、
こ
れ
に
は

法
印
神
楽
の
基
本
的
な
動
作
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、「
初
矢
」
を
舞
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
神
楽
師
と
し
て
の
適
性
を
欠
く
と
言
わ

れ
て
い
る
。
神
楽
師
た
ち
は
「
初
矢
」
を
学
び
終
え
る
と
、
体
力
面
が
充
実
す
る
三
〇
歳
代
ま
で
の
間
に
他
の
約
二
〇
の
演
目
の
所
作
・

神
諷
の
習
得
に
励
む（

（
（

。
岸
浪
氏
の
孫
に
あ
た
る
男
性
は
入
門
直
後
の
二
年
間
で
「
初
矢
」・「
笹
結
び
」
な
ど
三
つ
の
演
目
を
一
通
り
学
び

終
え
た
と
い
う
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
神
楽
師
た
ち
は
青
年
期
・
中
年
期
に
各
演
目
の
所
作
・
神
諷
を
一
通
り
学
ぶ
。
岸
浪
氏
と
今
野
氏
に
よ
る
と
、
そ
の

習
得
に
は
最
短
で
も
五
～
六
年
間
の
時
間
を
要
す
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
神
楽
師
た
ち
は
こ
れ
ら
す
べ
て
の
所
作
を
完
全
に
継
承
す
る
訳

で
は
な
い
。
岸
浪
氏
に
よ
る
と
、
同
保
存
会
に
は
「
鬼
門
」
と
「
蛭
子
（
西
の
宮
）」
の
演
目
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
祭
礼
の
場

で
幾
度
と
な
く
披
露
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
年
配
の
神
楽
師
た
ち
―
保
存
会
で
「
長
老
」
と
呼
ば
れ
る
指
導
者
層
―
は
舞
台
上
で
そ
の

所
作
の
一
部
を
「
敢
え
て
省
略
」
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
近
隣
の
法
印
神
楽
の
保
存
会
の
神
楽
師
た
ち
が
本
吉
法
印
神

楽
保
存
会
の
舞
台
を
視
察
し
、
優
れ
た
所
作
を
自
ら
の
神
楽
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
風
潮
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
吉
法

印
神
楽
保
存
会
の
長
老
た
ち
は
「
見
栄
え
の
よ
い
優
れ
た
所
作
」
を
外
部
に
「
敢
え
て
披
露
し
な
い
」
こ
と
で
、
自
ら
の
演
目
の
価
値
を

高
め
続
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、同
保
存
会
の
若
手
の
神
楽
師
が
長
老
と
の
会
話
の
中
で
「
敢
え
て
披
露
さ
れ
な
い
所
作
」

の
内
容
を
耳
に
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
彼
ら
が
こ
れ
を
舞
台
上
で
実
見
し
、
自
ら
の
も
の
に
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、�
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岸
浪
氏
に
よ
る
と
、
長
老
た
ち
は
演
目
「
鬼
門
」
に
お
い
て
「
天
長
地
久
」
の
文
字
を
草
書
体
で
書
く
所
作
を
、
そ
し
て
演

目
「
蛭
子
（
西
の
宮
）」
で
は
白
髭
を
触
り
な
が
ら
、
ひ
と
巡
り
し
た
り
す
る
所
作
を
割
愛
し
て
い
た
と
い
う
。
岸
浪
氏
を
含
む�

「
若
手
」
は
こ
れ
ら
の
所
作
を
目
撃
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
こ
れ
ら
両
演
目
の
ど
の
場
面
に
上
記
の
所
作
を

挿
入
す
べ
き
か
が
判
然
と
し
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
神
楽
師
た
ち
は
長
老
た
ち
が
創
り
出
し
た
神
楽
に
纏
わ
る
謎
を
抱

え
な
が
ら
、
各
演
目
の
所
作
・
神
諷
を
学
び
続
け
て
い
く
。

　

神
楽
師
が
各
演
目
の
所
作
・
神
諷
を
お
お
よ
そ
覚
え
る
と
、
今
度
は
胴
の
学
習
に
着
手
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
多
く
の
神
楽
師
は�

先
人
の
胴
の
拍
子
を
「
自
身
の
耳
」
で
記
憶
し
、
こ
れ
を
継
承
し
て
き
た
。
岸
浪
氏
が
胴
の
練
習
を
開
始
し
た
の
は
二
〇
歳
の
時
で
、�

そ
の
き
っ
か
け
は
、
彼
が
父
親
か
ら
「
田
舎
（
現
在
の
南
三
陸
町
・
石
巻
市
北
上
町
）
で
神
主
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
胴
が
で
き
な
い
と
い

け
な
い
」
と
教
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
、
本
吉
法
印
神
楽
の
伝
承
地
で
あ
る
南
三
陸
町
・
石
巻
市
北
上
町
周
辺
に
お
い
て
は
、

法
印
神
楽
の
奉
納
や
祭
礼
の
玉
串
奉
奠
の
際
に
、
神
職
や
神
楽
師
が
打
ち
鳴
ら
し
を
演
奏
す
る
習
慣
が
あ
る
（
渡
辺
：
二
〇
一
九
、
お
よ

び
筆
者
の
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。
こ
れ
を
受
け
て
、
岸
浪
氏
は
戸
倉
神
社
の
宮
司
斎
藤
仲
氏
を
師
匠
に
定
め
、
そ
の
も
と

に
通
い
、「
打
ち
鳴
ら
し
は
耳
か
ら
覚
え
る
も
の
」
と
い
う
教
え
に
し
た
が
い
、
胴
の
練
習
に
励
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
岸
浪
氏
が
一
か
月

間
に
わ
た
っ
て
打
ち
鳴
ら
し
を
練
習
し
た
も
の
の
、
そ
の
習
得
は
困
難
を
極
め
た
。
焦
り
を
感
じ
た
岸
浪
氏
は
師
匠
に
相
談
し
、
彼
に
飯

台
で
打
ち
鳴
ら
し
の
拍
子
を
叩
い
て
も
ら
い
、
こ
れ
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
収
録
し
た
。
岸
浪
氏
は
こ
れ
を
何
度
も
聴
き
、
打
ち
鳴
ら
し

の
胴
の
楽
譜
を
画
用
紙
に
起
こ
し
た
。
そ
し
て
、
胴
の
側
面
に
画
鋲
で
楽
譜
を
貼
り
付
け
、
こ
れ
を
見
な
が
ら
懸
命
に
練
習
を
重
ね
た（

（1
（

。

そ
の
結
果
、
岸
浪
氏
は
約
二
年
間
で
打
ち
鳴
ら
し
を
習
得
し
た
。
岸
浪
氏
と
今
野
氏
に
よ
る
と
、
胴
の
楽
譜
は
表
現
方
法
が
作
者
に
よ
っ

て
相
当
異
な
る
た
め
、
あ
る
神
楽
師
が
作
成
し
た
胴
の
楽
譜
を
他
者
が
見
た
と
し
て
も
、
楽
譜
の
作
者
本
人
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
な

い
限
り
、
他
者
は
そ
の
内
容
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
（【
資
料（

（1
（

】）。
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【資料】本吉法印神楽の胴の楽譜（岸浪流）
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両
保
存
会
が
神
楽
を
奉
納
す
る
際
に
は
、
舞
台
の
奥
側
左
右
に
胴
が
一
名

ず
つ
、
そ
し
て
両
者
の
後
方
に
笛
が
座
す
（
写
真

（
（1
（

2
）。
胴
を
担
う
両
名
は
舞

手
の
動
き
や
笛
の
音
に
あ
わ
せ
て
神
歌
を
詠
じ
た
り
、「
ハ
ア
～
」
や
「
イ
ン

ヤ
～
」
な
ど
の
か
け
声
を
発
し
た
り
、
あ
る
い
は
胴
を
叩
い
た
り
し
て
神
楽

の
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
あ
げ
、
各
演
目
を
進
行
さ
せ
て
い
く（

（1
（

。
よ
っ
て
、
胴
は

全
て
の
演
目
の
舞
の
所
作
・
神
諷
・
笛
の
旋
律
・
胴
の
拍
子
・
神
歌
に
係
る

知
識
・
技
術
を
有
し
、
な
お
か
つ
、
舞
台
上
に
い
る
神
楽
師
全
員
の
状
況
を

正
確
に
捉
え
る
能
力
を
有
し
て
は
じ
め
て
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
役
割
だ
と

言
え
る
。
両
保
存
会
で
は
、
二
名
の
胴
の
う
ち
寸
法
の
大
き
い
胴
の
担
当
者

を
「
上
胴
」
と
、同
じ
く
小
さ
い
胴
の
担
当
者
を
「
下
胴
」
と
呼
ぶ
。
一
般
に
、

年
配
者
が
リ
ー
ド
役
と
な
る
上
胴
を
、
そ
し
て
若
手
が
こ
れ
に
従
う
下
胴
を

つ
と
め
る
。
両
保
存
会
の
場
合
、
下
胴
を
担
当
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に

約
三
年
間
、
同
じ
く
上
胴
は
一
〇
年
以
上
も
の
修
行
期
間
を
要
す
る
。
両
者

の
う
ち
、
上
胴
は
「
舞
台
を
無
事
に
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
尽
力
す
る
最
終
責

任
者
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
舞
台
上
で
発
生
す
る
様
々

な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
―
た
と
え
ば
、
舞
手
が
鈴
や
太
刀
な
ど
の
採
物
を
床
に
落

下
さ
せ
る
、
舞
手
の
衣
装
が
乱
れ
る
、
舞
手
が
誤
っ
た
所
作
を
す
る
な
ど
の

事
態
―
に
も
適
切
な
指
示
を
出
し
、
こ
れ
を
速
や
か
に
収
束
さ
せ
る（

（1
（

。
し
た

写真 2　法印神楽の舞台上における胴の位置（2022 年、筆者撮影）
※笛は屋内の楽屋側に座して演奏している。
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が
っ
て
一
人
前
の
神
楽
師
で
あ
り
、
指
導
者
的
立
場
に
あ
る
胴
取
り
―「
上
胴
」―
に
な
る
に
は
、
優
れ
た
観
察
力
・
調
整
力
を
具
え
て
い

る
こ
と
が
絶
対
的
な
条
件
と
な
る
。

　

上
胴
を
担
う
神
楽
師
た
ち
の
優
れ
た
調
整
力
は
ど
の
よ
う
に
育
ま
れ
る
の
か
。
こ
の
点
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
両
保
存

会
の
上
胴
と
下
胴
と
の
間
に
形
成
さ
れ
る
「
明
確
な
上
下
関
係
」
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
、
両
者
の
神
歌
を
唱
え
る
様
子
や
拍
子
の
取
り

方
な
ど
に
垣
間
み
え
る
。
た
と
え
ば
、
両
保
存
会
で
神
楽
を
奉
納
し
て
い
る
最
中
に
、
上
胴
と
下
胴
が
異
な
る
神
歌
を
詠
じ
る
と
い
う
事

態
が
し
ば
し
ば
発
生
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
異
変
を
察
知
し
た
下
胴
が
神
歌
の
文
言
を
上
胴
の
も
の
に
直
ち
に
変
更
す
る
。
ま
た
、

胴
は
奏
者
に
よ
っ
て
そ
の
拍
子
の
速
度
・
強
弱
・
間
合
い
が
違
い
、
こ
れ
ら
の
点
に
奏
者
の
個
性
―
つ
ま
り
性
格
―
が
強
く
表
れ
る
と
い

わ
れ
る
。
か
つ
て
、
両
保
存
会
に
は
上
胴
を
担
う
三
名
の
長
老
が
所
属
し
て
い
た
が
、
彼
ら
の
胴
の
拍
子
の
速
度
・
強
弱
・
間
合
い
は�

そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
神
楽
の
奉
納
時
に
、
下
胴
を
担
う
若
手
が
長
老
た
ち
の
「
非
常
に
個
性
的
な
上
胴
の
拍
子
」

に
巧
み
に
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
長
老
は
「
下
胴
が
成
長
し
た
」
と
大
い
に
喜
ん
だ
と
い
う
。
こ
う
し
て
下
胴
と
上
胴
が
長
期

に
わ
た
っ
て
祭
礼
の
場
で
共
演
す
る
こ
と
に
よ
り
、
下
胴
は
「
相
手
の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
、
こ
れ
に
適
切
に
対
応
で
き
る
能
力
」

―
す
な
わ
ち
調
整
力
―
を
実
践
的
に
培
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
長
期
間
、
上
胴
と
下
胴
が
共
演
を
し
続
け
る
と
、
後

者
の
胴
の
拍
子
が
自
ず
と
前
者
の
も
の
に
似
通
っ
て
く
る
と
い
う
。

　

両
保
存
会
の
会
長
に
よ
る
と
、
笛
は
非
常
に
習
得
が
困
難
な
楽
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
保
存
会
で
は
神
楽
師
た
ち
に
舞
・
胴
を
学
ば

せ
、
そ
の
後
、
余
力
の
あ
る
者
に
こ
れ
を
習
得
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
事
実
よ
り
、
両
保
存
会
で
は
胴
の
育
成
に
比
重
を
置
い
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
な
お
、
今
野
氏
は
保
存
会
に
入
門
し
て
三
年
目
で
笛
を
、
そ
し
て
五
年
目
で
上
胴
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
の
よ
う
に

短
期
間
で
法
印
神
楽
関
連
に
係
る
様
々
な
技
術
・
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
人
物
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。

　

以
上
記
し
た
よ
う
に
、
神
楽
師
た
ち
は
長
い
時
間
を
か
け
て
神
楽
の
所
作
・
神
諷
・
胴
・
笛
に
関
す
る
技
術
・
知
識
を
徐
々
に
吸
収
し
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て
い
く
が
、
こ
れ
と
並
行
し
て
体
力
づ
く
り
に
も
励
ん
で
き
た
。
た
と
え
ば
、
両
保
存
会
に
は
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
わ
っ
て
い

る
。
昭
和
四
〇
年
代
の
旧
北
上
町
に
お
い
て
は
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
神
楽
師
た
ち
は
、
リ
ア
ス
海
岸
特

有
の
起
伏
あ
る
山
道
を
徒
歩
で
越
え
て
神
楽
の
奉
納
場
所
へ
と
赴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
道
中
で
、
彼
ら
は
準
備
運
動
と
体

力
づ
く
り
を
兼
ね
て
、
神
諷
を
詠
じ
、
神
楽
を
舞
い
な
が
ら
前
進
し
た
。
ま
た
、
今
野
氏
は
法
印
神
楽
の
奉
納
の
時
期
―
つ
ま
り
秋
祭
り

の
時
期
―
が
迫
る
と
、
地
域
の
急
坂
を
意
識
的
に
登
る
な
ど
し
て
日
常
的
に
体
力
の
維
持
・
強
化
に
励
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
本
稿
で
は
宮
城
県
北
部
を
活
動
拠
点
と
す
る
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
の
神
楽
師
の
育
成
過
程

と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
現
在
、
両
保
存
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
な
ど
の
影

響
を
受
け
な
が
ら
も
、
比
較
的
円
滑
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
祭
礼
文
化
を
継
承
す
る
う
え
で
様
々
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
練
習
場
所
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
現
在
、
両
保
存
会
は
専
用
の
練
習
場
所
を
所
有
し
て
い
な
い
た
め
、
神

楽
師
た
ち
は
近
隣
の
公
民
館
や
役
所
の
関
連
施
設
を
借
用
し
、
神
楽
の
稽
古
を
行
っ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
借
用
に

は
使
用
料
が
発
生
す
る
。
東
日
本
大
震
災
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
地
域
経
済
が
疲
弊
し
て
い
る
中
、
こ
の
よ
う

な
支
出
が
長
期
的
な
も
の
と
な
れ
ば
、
両
保
存
会
や
神
楽
師
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
る
。
さ
ら
に
、
神
楽
面
な
ど
の
祭
礼
道
具

に
も
経
年
に
よ
る
痛
み
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
新
調
す
べ
き
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。
両
保
存
会
の
会
長
に
よ
る
と
、
神
楽
面

一
点
を
新
調
す
る
の
に
一
〇
万
円
程
度
の
費
用
が
か
か
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
両
保
存
会
は
練
習
場
所
や
経
済
面
に
関
す
る
現
実
的

な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
そ
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
最
中
に
あ
る
。

　

祭
礼
文
化
と
そ
の
担
い
手
は
地
域
社
会
が
自
然
災
害
か
ら
復
興
す
る
中
で
、
人
々
に
活
力
や
潤
い
を
も
た
ら
す
重
要
な
存
在
と
な
る
。
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日
本
社
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
長
期
的
に
支
え
る
柔
軟
な
ま
ち
づ
く
り
・
文
化
財
指
定
を
推
進
し
て
は
じ
め
て
、
自
然
災
害
に
対
す
る

耐
性
や
優
れ
た
観
光
資
源
を
そ
な
え
た
地
域
社
会
の
形
成
へ
と
結
び
つ
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

謝
辞　

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
の
岸
浪　

均
氏
、
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
の
今
野
三
千
雄
氏
、�

そ
し
て
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
の
高
橋
啓
一
氏
か
ら
は
非
常
に
貴
重
で
興
味
深
い
情
報
を
た
く
さ
ん
頂
戴
す
る
な
ど
、
多
大
な
る
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
。
文
末
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
上
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
註
　
　

　
（
1
）�　

神
歌
は
神
の
徳
を
称
え
、
悪
魔
祓
い
を
行
う
た
め
の
和
歌
で
、
多
く
の
種
類
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
三
十
一
文
字
で
構
成
さ
れ
る
。�

上
町
法
印
神
楽
保
存
会
編
（
二
〇
〇
四
）、
本
吉
太
々
法
印
神
楽
保
存
会
編
（
二
〇
〇
四
）、
お
よ
び
本
稿
の
【
資
料
】
参
照
。

　
（
2
）�　

以
下
、
本
稿
で
は
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
の
両
団
体
を
「
両
保
存
会
」
と
称
す
る
。

　
（
3
）�　

大
内
（
一
九
八
七
）
は
法
印
神
楽
の
胴
・
笛
が
奏
で
る
旋
律
の
中
に
修
験
道
の
思
想
が
み
ら
れ
る
と
論
じ
て
い
る
。
大
内
は
こ
の
論
考
に
お
い
て
、

ど
の
保
存
会
の
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、
打
ち
鳴
ら
し
の
楽
譜
の
冒
頭
部
分
を
資
料
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
な
お
、
法

印
神
楽
の
保
存
会
の
中
に
は
胴
の
楽
譜
や
拍
子
の
一
部
を
公
開
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
説
明
は
極
め
て
少
な
い
。

　
（
4
）�　

本
稿
で
は
岸
浪
家
が
継
承
し
て
き
た
打
ち
鳴
ら
し
の
胴
の
拍
子
を
記
載
し
た
楽
譜
を
紹
介
す
る
（
以
下
、
同
家
に
伝
わ
る
胴
の
拍
子
を
「
岸
浪
流
」

と
称
す
る
）。
岸
浪
氏
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
南
三
陸
町
長
清
水
や
石
巻
市
北
上
町
女
川
で
継
承
さ
れ
て
い
る
打
ち
鳴
ら
し
の
楽
譜
も
作
成
し
て
い
る
。

な
お
、
上
記
の
胴
の
楽
譜
の
内
容
は
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
改
め
て
報
告
す
る
。

　
（
5
）�　

釣
石
神
社
の
境
内
の
西
側
に
は
丘
陵
部
が
あ
り
、
そ
の
中
腹
か
ら
周
囲
約
一
四
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
巨
石
が
張
り
出
し
て
い
る
。
一
九
七
八
（
昭
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和
五
三
）
年
の
宮
城
県
沖
地
震
の
折
に
、
こ
の
石
が
定
位
置
か
ら
落
下
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
同
社
は
「
落
ち
そ
う
で
落
ち
な
い
受

験
の
神
様
」
と
し
て
知
名
度
を
高
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
高
倉
・
滝
澤
・
政
岡
編
（
二
〇
一
二
）
に
よ
る
と
、
こ
の
巨
石
は
選
挙
の
当
選
祈

願
に
も
御
利
益
が
あ
る
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
（
6
）�　

祭
礼
当
日
、
神
社
境
内
で
は
地
元
産
の
鶏
肉
で
つ
く
っ
た
唐
揚
げ
を
販
売
す
る
店
舗
「
こ
っ
こ
や
」
に
行
列
が
で
き
た
り
、
見
学
者
た
ち
が
豚
汁

の
振
る
舞
い
や
餅
ま
き
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
な
ど
し
て
大
い
に
賑
わ
っ
た
。
こ
れ
は
神
社
祭
礼
が
地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
一
例
だ
と
言
え

よ
う
。
な
お
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度
、
両
保
存
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
を
意
識
し
た
形
式
―
た
と
え
ば
、
か
な
り
の

間
隔
を
あ
け
た
状
態
で
見
学
用
の
座
席
を
配
置
す
る
な
ど
―
で
神
楽
を
奉
納
し
て
い
た
。
両
保
存
会
が
伝
承
し
て
い
る
演
目
・
神
諷
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
宮
城
県
文
化
財
保
護
協
会
編
（
一
九
八
一
）
と
吉
野
（
二
〇
二
二
）
を
参
照
。

　
（
7
）�　

こ
れ
ま
で
、
沿
岸
部
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
て
き
た
両
保
存
会
と
、
同
じ
く
内
陸
部
の
登
米
市
豊
里
町
を
主
な
活
動
の
場
と
す
る
上
町
法
印
神

楽
保
存
会
が
連
携
し
て
神
楽
を
奉
納
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
沿
岸
部
と
内
陸
部
の
異
な
る
保
存
会
間
が

交
流
・
連
携
し
た
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
（
8
）�　

両
保
存
会
は
ほ
ぼ
毎
年
、
上
山
八
幡
宮
（
南
三
陸
町
志
津
川
鎮
座
）
の
祭
礼
で
も
法
印
神
楽
を
奉
納
し
て
き
た
が
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度
、

同
社
で
の
演
舞
は
見
送
り
と
な
っ
た
。
ま
た
、
両
保
存
会
は
二
〇
二
二
年
九
月
二
四
日
に
南
三
陸
町
長
清
水
に
お
い
て
神
楽
を
奉
納
す
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
台
風
一
四
号
の
影
響
に
よ
り
、
こ
れ
を
一
〇
月
八
日
に
延
期
し
た
。

　
（
9
）�　

神
諷
を
覚
え
る
た
め
に
、
神
楽
師
た
ち
は
入
浴
時
に
し
ば
し
ば
こ
れ
を
詠
じ
、
練
習
す
る
と
い
う
。

　
（
10
）�　

岸
浪
氏
が
作
成
し
た
胴
の
楽
譜
の
原
本
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
発
生
し
た
巨
大
津
波
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
。

　
（
11
）�　

た
と
え
ば
、
胴
を
打
ち
鳴
ら
す
音
を
文
字
で
表
現
す
る
際
に
も
神
楽
師
や
保
存
会
の
「
個
性
」
が
表
わ
れ
る
。
岸
浪
氏
の
場
合
、
耳
で
捉
え
た
胴

の
音
を
「
デ
」、「
グ
」、「
デ
ン
」、「
デ
グ
」、「
ス
ク
」
な
ど
と
文
字
で
表
現
す
る
（【
資
料
】
参
照
）。
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
で
は
胴
の
音
を
「
デ
グ
」、�

「
デ
ー
グ
」、「
ス
グ
」、「
ツ
グ
」、「
ス
ッ
テ
グ
」、「
ス
ッ
テ
グ
デ
ン
」
な
ど
と
表
記
す
る
（
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
編
：
二
〇
〇
四
）。
興
味
深
い
こ

と
に
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
・
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
と
交
流
の
あ
る
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
は
胴
の
音
を
「
デ
グ
」、「
ス
ク
」、「
デ
ン
ヤ
ー
」�

な
ど
と
捉
え
て
お
り
、
両
保
存
会
と
の
類
似
性
が
み
と
め
ら
れ
る
（
雄
勝
町
教
育
委
員
会
編
：
二
〇
〇
〇
参
照
）。

　
（
12
）�　

北
上
川
右
岸
に
位
置
す
る
石
巻
市
桃
生
町
や
登
米
市
に
伝
わ
る
法
印
神
楽
は
、
舞
手
一
名
以
上
、
胴
一
名
、
笛
二
名
の
構
成
を
と
る
。

　
（
13
）�　

両
保
存
会
の
胴
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
べ
く
、
可
能
な
限
り
間
隔
を
開
け
ず
に
座
す
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。
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（
14
）�　

た
と
え
ば
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
五
月
四
日
の
釣
石
神
社
の
祭
礼
で
演
目
「
岩
戸
開
き
」
が
披
露
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
、
上
胴
が
天
鈿
女

命
役
の
若
い
神
楽
師
に
対
し
、
足
の
運
び
方
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
を
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
と
小
声
で
密
か
に
伝
え
、
こ
れ
を
速
や
か
に
修
正
さ
せ
た
。

　
参
考
文
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大
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「
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。

　

雄
勝
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会
編
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印
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楽
』
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勝
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編
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。
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法
印
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編
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法
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会
、
二
〇
〇
四
年
。

　

小�

谷
竜
介
「
雄
勝
法
印
神
楽
の
再
開
過
程
と
民
俗
性
―
文
化
財
の
保
存
と
活
用
の
観
点
か
ら
―
」
高
倉
浩
樹
・
滝
澤
克
彦
編
『
無
形
民
俗
文
化
財
が
被
災

す
る
と
い
う
こ
と
』
新
泉
社
、
六
八
―
七
八
頁
所
収
、
二
〇
一
四
年
。

　

小�

谷
竜
介
「
雄
勝
の
神
楽
師
に
な
る
こ
と
―
地
域
社
会
と
神
楽
師
の
関
わ
り
か
ら
み
る
芸
能
と
震
災
復
興
―
」
橋
本
裕
之
・
林　

勲
男
編
『
災
害
文
化
の

継
承
と
創
造
』
臨
川
書
店
、
二
一
八
―
二
三
六
頁
所
収
、
二
〇
一
六
年
。

　

鈴
木
正
崇
「
陸
前
浜
・
法
印
神
楽
資
料
―
旧
市
明
院
蔵
『
御
神
楽
之
大
叓
』」『
民
俗
と
歴
史
』
一
六
号
、
一
―
一
九
頁
、
一
九
八
四
年
。

　

高�

倉
浩
樹
・
滝
澤
克
彦
・
政
岡
信
洋
編
『
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
被
災
し
た
民
俗
文
化
財
調
査
２
０
１
１
年
度
報
告
集
』
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
。

　

千
葉
雄
市
「
宮
城
県
の
民
俗
芸
能
（
1
）
法
印
神
楽
」『
東
北
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
号
、
一
七
―
五
九
頁
、
二
〇
〇
〇
年
。

　

筒�

井　

裕
「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
祭
礼
文
化
の
「
復
活
」
と
そ
の
要
因
―
宮
城
県
石
巻
市
の
大
室
南
部
神
楽
を
事
例
と
し
て
―
」『
國
學
院

大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
一
〇
号
、
一
五
一
―
一
七
一
頁
、
二
〇
一
五
年
。

　

福
田
裕
美
「
宮
城
県
登
米
郡
豊
里
町
に
伝
わ
る
上
町
法
印
神
楽
の
継
承
」『
音
楽
研
究
』
三
〇
号
、
三
三
―
四
四
頁
、
二
〇
〇
五
年
。

　

福�

田
裕
美
「
民
俗
芸
能
の
保
護
を
め
ぐ
る
文
化
財
政
策
の
研
究
―
地
域
社
会
に
お
け
る
保
護
政
策
の
運
用
を
中
心
に
Ⅰ
―
」『
音
楽
芸
術
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

三
号
、
六
三
―
八
二
頁
、
二
〇
一
〇
年
。

　

本
田
安
次
『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
臨
川
書
店
、
一
九
七
五
年
（
一
九
三
四
年
の
復
刻
版
）。

　

宮
城
県
文
化
財
保
護
協
会
編
『
宮
城
県
の
民
俗
芸
能
』
宮
城
県
文
化
財
保
護
協
会
、
一
九
八
一
年
。

　

本
吉
太
々
法
印
神
楽
保
存
会
編
『
本
吉
太
々
法
印
神
楽
』
本
吉
太
々
法
印
神
楽
保
存
会
、
二
〇
〇
四
年
。
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吉�

野　

裕
「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
祭
礼
文
化
の
現
況
―
宮
城
県
石
巻
市
北
上
地
区
を
中
心
と
し
て
―
」『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン

タ
ー
研
究
紀
要
』
一
四
号
、
一
四
九
―
一
七
三
頁
、
二
〇
二
〇
年
。

　

吉�
野　

裕
「
本
吉
法
印
神
楽
の
継
承
と
そ
の
神
諷
に
関
す
る
調
査
報
告
」『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
一
六
号
、
一
五
七
―

一
九
七
頁
、
二
〇
二
二
年
。

　

渡�

邉
久
美
子
「
神
職
の
宗
教
実
践
と
地
域
性
に
関
す
る
研
究
―
宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
戸
倉
地
区
波
伝
谷
集
落
戸
倉
神
社
を
事
例
と
し
て
―
」『
ア
ジ
ア

文
化
史
研
究
』
一
九
号
、
一
―
四
二
頁
、
二
〇
一
九
年
。


